
1 1 1 0 3 — 3

人 人

（1） （1） （1） （0） （3） （—） （3）

人 人 人 人 人

21 科目

講師 助教 計 助手

開設する授業科目の総数
卒業要件単位数

講義 演習 実験・実習 計

—　科目 2 科目 23 科目 30　単位

専任教員等 兼 任
教 員 等教授 准教授

計

— 10 — 令和3年4月 山口県下関市大学町
二丁目１番１号

変 更 の 内 容 下関市立大学に、特別支援教育特別専攻科を設置する。

変 更 の 事 由

　特別支援学校をはじめとして通常の学級においても何らかの教育的支援を必要
とする児童生徒が増加していることにより、文部科学省が特別支援教育を最重要
課題として挙げている。特別支援教育特別専攻科では、このような高まる特別支
援教育のニーズを踏まえて、下関市で唯一の特別支援学校教諭一種免許状（知的
障害者、肢体不自由者、病弱者の３領域）を取得できる課程として、特別支援教
育の専門家育成の取り組みに力を入れ、教育学を基礎としてより高度な専門性を
教授研究し、学校現場において子どもが抱える個々の多様な実態及び教育的ニー
ズに対して問題解決能力を発揮できる教員を育成することを目的としている。

専 攻 科 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

大 学 の 名 称 下関市立大学（Shimonoseki City University）

大 学 本 部 の 位 置 山口県下関市大学町二丁目１番１号

計 画 の 区 分 専攻科の設置

フ リ ガ ナ コウリツダイガクホウジンシモノセキシリツダイガク

設 置 者 公立大学法人下関市立大学

変更の事由及び時期等を記載した書類

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ シモノセキシリツダイガク

変 更 の 時 期 令和3年4月1日

専
攻
科
の
概
要 教 育 課 程

教 員 組 織 の 概 要

年 人 年次
人

人 　　年　月

特別支援教育
特別専攻科
（Special Course of
Special Needs
Education）

1 10



備 考

1 1 1 0 3 — 3

— — — — — — —

— — — — — — —

— — — — — — —

1 1 1 0 3 — 3

1 3 4

- 1 1

- 1 1

- 1 1

1 6 7

（1） （1）

計

（1） （6） （7）

そ の 他 の 職 員

（-） （1） （1）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員

人 人 人

（1）

図 書 館 専 門 職 員

（-） （1） （1）

（3） （4）

技 術 職 員

（-）

合　　　　計

（1） （1） （1） （0） （3） （—） （3）

既

設

分

該当なし

計

（—） （—） （—） （—） （—） （—） （—）

（—） （—） （—）

（—） （—） （—） （—） （—） （—） （—）

人 人 人

（1） （1） （1） （0） （3） （—） （3）

新

設

分

特別支援教育特別専攻科

人 人 人 人

計

（—） （—） （—） （—）

—　科目 2 科目 23 科目 30　単位

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

特別支援教育特別専攻科 21 科目

講師 助教 計 助手

— 令和3年4月 山口県下関市大学町
二丁目１番１号

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の
変 更 等 ）

特別支援教育特別専攻科　　（10）（令和2年3月認可申請）

計

新 設 学 部 等 の 目 的

特別支援学校をはじめとして通常の学級においても何らかの教育的支援を必要とす
る児童生徒が増加していることにより、文部科学省が特別支援教育を最重要課題と
して挙げている。特別支援教育特別専攻科では、このような高まる特別支援教育の
ニーズを踏まえて、下関市で唯一の特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者、肢
体不自由者、病弱者の３領域）を取得できる課程として、特別支援教育の専門家育
成の取り組みに力を入れ、教育学を基礎としてより高度な専門性を教授研究し、学
校現場において子どもが抱える個々の多様な実態及び教育的ニーズに対して問題解
決能力を発揮できる教員を育成することを目的としている。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

特別支援教育
特別専攻科
（Special Course of
Special Needs
Education）

1 10 — 10

大 学 本 部 の 位 置 山口県下関市大学町二丁目１番１号

計 画 の 区 分 研究科の専攻、研究科の専攻（専門職大学院）の設置

フ リ ガ ナ コウリツダイガクホウジンシモノセキシリツダイガク

設 置 者 公立大学法人下関市立大学

大 学 の 目 的
下関市立大学は、総合的な知識と専門的な学術を教授研究するとともに、地域に根
ざし、世界を目指す教育と研究を通じ有為な人材を育成することにより、地域社会
及び国際社会の発展に寄与することを目的とする。

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画
事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ シモノセキシリツダイガク

大 学 の 名 称 下関市立大学（Shimonoseki City University）



3年次

　は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

 規 模 等：本館Ⅱ棟2階の一部分　4.76㎡

（注）

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合

附属施設の概要

 所 在 地：山口県下関市大学町二丁目１番１号

 設置年月：令和2年4月

 規 模 等：本館Ⅱ棟2階の一部分　132㎡（鯨資料室部分を含む）

 名　　称：下関市立大学附属リカレント教育センター

 目　　的：地域人材の発掘と育成、かつ地域の外から優秀な人材を市内に

　　　　　　呼び込むことにより、社会人を対象とした地域の活性化に貢献すること。

 名　　称：下関市立大学附属地域共創センター

 目　　的：教職員と学生が下関を中心とする地域の住民と協働する機会を創り出し、

 　　　　　地域の伸張発展に貢献すること。

 所 在 地：山口県下関市大学町二丁目１番１号

 設置年月：平成20年4月

山口県下関市大学
町二丁目１番１号

経済・経営専攻 2 5 － 20 修士
（経済学）

0.70 平成27年

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 下関市立大学大学院

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

経済学研究科 0.70

 公共マネジメント学科 4 60 4 248 学士
（公共ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）

1.16 平成23年

 国際商学科 4 195 8 796 学士
（商学）

1.14 昭和58年

山口県下関市大学
町二丁目１番１号

 経済学科 4 195 8 796 学士
（経済学）

1.11 昭和37年

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 下関市立大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

経済学部 1.14

千円

学生納付金以外の維持方法の概要 運営費交付金（下関市）、雑収入等

－ －

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

348千円

－ －

－ － － －

設 備 購 入 費 2,000 2,000 － － －

第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 480 － － － － －
経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図 書 購 入 費 1,000 1,000 －

共 同 研 究 費 等 0 －

　－　千円 　－　千円

第３年次

－

　－　千円

第４年次

－

　－　千円

大学全体

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

3,522 ㎡ テニスコート、弓道場、武道場

(4,417) — —

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

3,255 ㎡ 198 419,250

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

—

計
274,656〔35,411〕　 5,022〔475〕　 5,181〔5,181〕　 4,437

(271,156〔35,181〕） （5,022〔475〕） （5,181〔5,181〕）

大学全体
274,656〔35,411〕　 5,022〔475〕　 5,181〔5,181〕　 4,437 —

(271,156〔35,181〕） （5,022〔475〕）

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

学部単位での特
定不能なため，
大学全体の数

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

（5,181〔5,181〕） (4,417) —

点

— —

—

— 室

（補助職員—人） （補助職員—人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

特別支援教育特別専攻科 3 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

4 室 4 室 — 室
— 室

合 計 58,062 ㎡ — ㎡ — ㎡ 58,062 ㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

— ㎡ — ㎡

23,009 ㎡ — ㎡ — ㎡ 23,009 ㎡

（   23,009 ㎡） （　　　　— ㎡） （　　　　— ㎡） （   23,009 ㎡）

48,008 ㎡

運 動 場 用 地 10,054 ㎡ — ㎡ — ㎡ 10,054 ㎡

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 48,008 ㎡ — ㎡ — ㎡

小 計 58,062 ㎡ — ㎡ — ㎡ 58,062 ㎡

そ の 他 — ㎡ — ㎡


	04_(2) 変更の事由及び記事等を記載した書類.pdf
	05_(3-1) 基本計画書（別記様式第２号（その１の１））.pdf



